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観 光 経 済 新 聞週 刊 （６）２００９年（平成２１年）１１月２８日（土曜日）第２５４０号 第３種郵便物認可

安芸・梼原・土佐清水にサテライト会場（期間：平成２２年１月１６日～平成２３年１月１０日）

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の
放
送
に
あ
わ
せ
、
高
知
県
で
は
「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
が
１０
年
１
月

１６
日
か
ら
１１
年
１
月
１０
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
推
進
協
議
会
。
期
間
中
は
、
Ｊ
Ｒ

高
知
駅
前
の
メ
ー
ン
会
場
に
パ
ビ
リ
オ
ン
を
設
置
し
、
大
河
ド
ラ
マ
の
ラ
イ
ブ
感
に
満
ち
た
セ
ッ
ト
や
衣
装
の
ほ

か
、
登
場
人
物
や
出
演
者
な
ど
を
映
像
も
交
え
紹
介
。
高
知
な
ら
で
は
の
開
放
感
あ
ふ
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
旬

の
グ
ル
メ
と
特
産
品
、
県
内
各
地
の
お
も
て
な
し
の
情
報
な
ど
、
高
知
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
案
内
す
る
。
同

博
で
は
安
芸
市
、
土
佐
清
水
市
、
梼
原
町
に
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
け
、
各
地
域
の
特
性
あ
ふ
れ
る
ド
ラ
マ
と
連

動
し
た
企
画
展
示
を
行
い
、
各
会
場
を
起
点
に
県
内
全
域
へ
の
観
光
客
誘
致
を
図
り
、
様
々
な
で
あ
い
と
発
見
に

誘
う
。

龍
馬
博
の
概
要

大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な

る
観
光
地
は
、
国
内
旅
行
の

中
で
も
観
光
客
数
を
伸
ば

す
。
高
知
県
で
は
、
龍
馬
伝

の
放
送
を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
「
土
佐
・
龍
馬
で

あ
い
博
」
の
各
会
場
を
拠
点

に
県
内
全
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
し
た
周
遊
観
光
を
進
め
て

い
る
。

幕
末
維
新
の
多
く
の
偉
人

を
育
ん
だ
歴
史
と
文
化
、
豊

か
な
自
然
と
地
域
の
人
情
、

全
国
屈
指
の
お
い
し
い
食
と

お
も
て
な
し
と
い
っ
た
、
県

内
の
見
ど
こ
ろ
や
、
食
べ
ど

こ
ろ
、
買
い
物
ど
こ
ろ
を
ぐ

る
ぐ
る
と
周
遊
し
な
が
ら
じ

っ
く
り
楽
し
ん
で
も
ら
う
の

が
狙
い
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ

が
、
景
観
や
展
示
を
楽
し
む

観
光
に
加
え
て
、
体
験
や
癒

し
を
求
め
る
傾
向
が
高
ま
っ

て
お
り
、
高
知
の
豊
か
な
自

然
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流

を
、
非
日
常
を
求
め
る
観
光

客
に
と
っ
て
魅
力
的
な
体
験

型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提

供
す
る
。

メ
ー
ン
会
場
に
は
（
Ｊ
Ｒ

高
知
駅
前
）
は
大
河
ド
ラ
マ

館
と
な
る
「
高
知
・
龍
馬
ろ

ま
ん
社
中
」
と
高
知
県
観
光

を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン
で

あ
る
情
報
発
信
館
の
「
と
さ

て
ら
す
」
を
開
館
。
両
館
と

も
県
産
杉
を
使
っ
た
木
造
平

屋
で
、
幕
末
維
新
の
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
る
。

「
高
知
・
龍
馬
ろ
ま
ん
社

中
」
の
展
示
テ
ー
マ
は
「
出

会
う
！
」
。
龍
馬
が
愛
し
た

海
、
そ
の
海
を
ゆ
く
船
の
帆

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
を
抜
け
る
と
、
館
内
は

幕
末
の
情
緒
が
漂
う
幕
末
の

土
佐
通
り
へ
。
来
場
者
が
龍

馬
の
視
線
で
出
会
い
、学
び
、

成
長
し
て
い
く
、
今
ま
で
に

な
い
ロ
マ
ン
溢
れ
る
企
画
展

示
を
楽
し
め
る
。
幕
末
維
新

の
再
現
と
と
も
に
大
河
ド
ラ

マ
で
使
用
す
る
衣
装
や
小
道

具
、
出
演
者
の
情
報
な
ど
を

映
像
も
交
え
ラ
イ
ブ
感
に
満

ち
た
展
示
を
行
う
。

高
知
観
光
情
報
発
信
館

「
と
さ
て
ら
す
」
は
、
「
高

知
の
魅
力
を
太
陽
の
よ
う
に

照
ら
す
」
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
、
同
県
観
光
の
Ｐ
Ｒ
基

地
と
な
る
。
館
内
は
、
和
風

の
装
飾
と
映
像
や
ジ
オ
ラ
マ

で
演
出
し
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
旬
の
グ
ル
メ
な
ど
、
高
知

の
旅
巡
り
を
き
め
細
や
か
に

エ
ス
コ
ー
ト
す
る
。
高
知
の

観
光
地
や
周
遊
コ
ー
ス
の
紹

介
の
ほ
か
、
特
産
品
の
展
示

と
販
売
な
ど
も
設
け
る
。

ほ
か
に
も
同
博
メ
ー
ン
会

場
内
に
は
、
無
料
の
観
光
バ

ス
駐
車
場
が
１７
台
。
観
光
ガ

イ
ド
タ
ク
シ
ー
乗
降
所
、
さ

ら
に
会
場
近
く
に
は
臨
時
駐

車
場
も
設
置
さ
れ
る
。

高
知
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
周
遊
す
る
の
に
便
利
な

観
光
バ
ス
「
Ｍ
Ｙ
遊
バ
ス
」

も
１１
月
か
ら
新
コ
ー
ス
で
の

毎
日
運
行
を
ス
タ
ー
ト
。
１

日
乗
り
放
題
で
乗
り
降
り
も

自
由
。
龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま

ち
記
念
館
や
桂
浜
、
牧
野
植

物
園
を
ま
わ
る
。
大
人
９
０

０
円
。
こ
ど
も
４
５
０
円
。

ま
た
、
市
街
地
の
坂
本
龍
馬

生
誕
地
や
高
知
城
、
ひ
ろ
め

市
場
の
観
光
に
は
市
内
循
環

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
「
よ

さ
こ
い
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」
も

便
利
。
大
人
１
０
０
円
。
小

学
生
５０
円
。

運
行
予
定
の
高
知
市
内
を

中
心
と
し
た
定
期
観
光
バ
ス

の
乗
降
ス
ペ
ー
ス
、物
販
、イ

ベ
ン
ト
広
場
も
併
設
す
る
。

メ
ー
ン
会
場
「
と
さ
て
ら

す
」
の
営
業
時
間
は
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
６
時
。
７

月
１７
日
か
ら
８
月
３１
日
の
夏

休
み
期
間
は
、
夜
７
時
ま
で

営
業
さ
れ
る
。テ
ー
マ
館「
高

知
・
龍
馬
ろ
ま
ん
社
中
」
の

入
場
料
金
は
、
当
日
大
人
５

０
０
円
、前
売
は
４
０
０
円
。

小
中
学
生
が
２
５
０
円
。
前

売
り
は
２
０
０
円
。団
体（
１５

名
以
上
）が
大
人
４
０
０
円
。

小
中
学
生
２
０
０
円
。
他
に

各
種
割
引
が
設
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
メ
ー
ン
会
場
と
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
３
カ
所
全
て

に
入
場
で
き
る
周
遊
パ
ス
ポ

ー
ト
「
通
行
手
形
」
が
大
人

７
０
０
円
、
小
中
学
生
３
５

０
円
で
販
売
さ
れ
る
。

多
彩
な
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

す
で
に
「
土
佐
・
龍
馬
で

あ
い
博
」
の
様
々
な
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い

る
。
「
土
佐
・
龍
馬
ゆ
め
燈

篭
」
は
、
１２
月
上
旬
に
１０
日

間
程
度
、
高
知
城
な
ど
で
開

催
さ
れ
る
予
定
。
高
知
城
二

の
丸
や
石
段
、
高
知
城
公
園

な
ど
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ッ
プ

や
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
ト
の

展
示
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ャ
ン

ド
ル
の
販
売
な
ど
を
行
う
。

「
龍
馬
に
大
接
近
」
は
高

知
市
桂
浜
で
１２
月
６
日
ま
で

行
わ
れ
る
。
龍
馬
像
と
同
じ

目
線
で
太
平
洋
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
料
金
は
１
０

０
円
。
坂
本
龍
馬
像
の
隣
に

特
別
展
望
台
を
設
置
す
る
。

１０
月
か
ら
は
、
「
龍
馬
の

生
ま
れ
た
ま
ち
歩
き
〜
土
佐

っ
歩
〜
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。
龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま

ち
記
念
館
を
出
発
し
、
高
知

市
内
に
あ
る
龍
馬
ゆ
か
り
の

地
を
観
光
ガ
イ
ド
と
一
緒
に

歩
く
。
「
龍
馬
誕
生
コ
ー
ス

や
龍
馬
の
ふ
る
さ
と
コ
ー
ス

な
ど
全
６
コ
ー
ス
。
大
人
７

０
０
円
。中
高
生
５
０
０
円
、

小
学
生
以
下
無
料
。
ま
た
、

市
内
中
心
部
の
堀
川
を
発
着

点
に
、
桂
浜
や
浦
戸
湾
等
を

海
か
ら
眺
め
る
高
知
市
観
光

遊
覧
船
も
運
航
。
大
人
１
５

０
０
円
。
小
人
７
５
０
円
。

メ
ー
ン
会
場
に
は
大
河
ド
ラ
マ
館
と
観
光
情
報
館

県
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
周
辺
観
光
の
拠
点
に

土佐・龍馬であい博のメーン会場 （左）テーマ館「高知・龍馬ろまん社中」 （右）高知観光情報発信館「とさてらす」

高
知
県
は
北
を
峻
険
な
四
国
山
地
に
、

南
を
黒
潮
あ
ら
う
太
平
洋
に
囲
ま
れ
、

「
食
」
「
自
然
と
歴
史
」
「
人
」
が
自
慢

の
魅
力
あ
ふ
れ
る
国
で
す
。

現
在
、
本
県
で
は
こ
の
強
み
を
い
か
し

た
観
光
振
興
に
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
と
い
う
大
き
な

追
い
風
に
乗
っ
て
飛
躍
す
る
た
め
に
、
来

年
１
月
１６
日
か
ら
「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い

博
」
を
約
１
年
間
開
催
し
ま
す
。
龍
馬
の

生
ま
れ
た
高
知
市
の
メ
イ
ン
会
場
の
ほ

か
、
安
芸
市
、
土
佐
清
水
市
、
梼
原
町
の

３
か
所
に
も
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
け
、

各
地
域
の
風
土
や
歴
史
な
ど
と
と
も
に
、

ド
ラ
マ
撮
影
で
使
用
し
た
衣
装
や
小
道

具
、
登
場
人
物
な
ど
を
映
像
も
交
え
て
展

示
紹
介
し
、
皆
様
を
龍
馬
伝
の
世
界
へ
と

誘
い
ま
す
。

そ
し
て
会
場
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た

後
は
、
全
県
を
挙
げ
て
龍
馬
を
育
て
た
歴

史
、
文
化
、
豊
か
な
自
然
、
全
国
屈
指
の

お
も
て
な
し
と
、
海
・
山
・
川
が
育
ん
だ

自
慢
の
食
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
多
彩

な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
魅
力
を�
こ
じ
ゃ
ん
と
�

（
た
っ
ぷ
り
）
詰
め
込
ん
だ
「
土
佐
・
龍

馬
で
あ
い
博
」
で
、
皆
様
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

龍
馬
の
ふ
る
さ
と
・
高
知
へ
よ
う
こ
そ

尾�正直
高知県知事

高知・龍馬ろまん社中のエントランス

２
０
１
０
年
は
「
龍
馬
イ
ヤ
ー
」
「
高

知
イ
ヤ
ー
」
で
す
。
坂
本
龍
馬
は
「
日
本

を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た
し
申
候
」
と
言

っ
て
旅
立
ち
ま
し
た
が
、
龍
馬
の
心
身
を

育
ん
だ
土
佐
の
高
知
へ
の
旅
は
、
心
と
体

の
〈
洗
濯
〉
の
時
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

〈
せ
ん
た
く
〉
と
は
旅
の
楽
し
さ
の
〈
選

択
〉
で
も
あ
り
ま
す
。
高
知
は
旅
行
情
報

誌
『
じ
ゃ
ら
ん
』
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
地
元
の
食
べ
物
が
お
い
し
か
っ
た
県
」

で
１
位
に
輝
い
た
「
食
の
王
国
」
。
海
の

幸
・
山
の
幸
・
川
の
幸
の
宝
庫
で
す
。
そ

れ
に
、
べ
く
杯
や
は
し
拳
と
い
っ
た
「
お

き
ゃ
く
（
酒
宴
）」文
化
も
楽
し
め
ま
す
。

龍
馬
や
弥
太
郎
や
万
次
郎
の
ふ
る
さ
と
、

脱
藩
の
道
を
訪
れ
、
土
佐
の
人
と
自
然
と

食
を
体
感
す
れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
自
分

が
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
さ
れ
て
い
る
の
に
気
付
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

龍
馬
ジ
ェ
ッ
ト
・
龍
馬
ト
レ
イ
ン
も
ス

タ
ー
ト
。
高
知
か
ら
観
光
維
新
の
幕
開
け

で
す
。
『
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
』
を
機

に
、
「
志
国
」
高
知
で
、
心
と
体
を
〈
洗

濯
〉
す
る
ぜ
よ
！

龍
馬
博
で
心
と
体
の
洗
濯
を

高知・龍馬ろまん社中 幕末土佐通り

西川りゅうじん 全
日
空
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
高

知
県
で
バ
ス
事
業
を
行
う
高

知
県
交
通
（
株
）
と
土
佐
電

鉄
（
株
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
龍

馬
伝
の
放
送
期
間
や
龍
馬
博

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
し
た
航
空
機
や
列
車
、
バ

ス
を
運
転
し
て
い
る
。

全
日
空
で
は
、
大
河
ド
ラ

マ
「
龍
馬
伝
」
の
番
組
Ｐ
Ｒ

を
施
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ジ
ェ

ッ
ト
（
ボ
ー
イ
ン
グ
７
６
７

�
３
０
０
型
機
）
を
１０
月
１４

日
に
就
航
し
た
。
坂
本
龍
馬

の
出
身
で
あ
る
高
知
龍
馬
空

港
行
き
（
Ａ
Ｎ
Ａ
５
６
５
便

羽
田
↓
高
知
線
）
で
初
便
を

迎
え
、
「
龍
馬
伝
ラ
ッ
ピ
ン

グ
ジ
ェ
ッ
ト
」
初
便
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
の
番
組
Ｐ

Ｒ
を
航
空
機
で
行
う
の
は

初
。「

高
知
龍
馬
空
港
」
は
高

知
空
港
の
愛
称
で
、
日
本
で

初
め
て
空
港
名
に
人
名
が
入

っ
た
空
港
と
し
て
も
知
ら
れ

る
。「

龍
馬
伝
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ジ

ェ
ッ
ト
」
は
、
主
人
公
で
あ

る
坂
本
龍
馬
の
写
真
を
縦
約

２
メ
ー
ト
ル
・
横
約
１１
メ
ー

ト
ル
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
２

０
１
０
年
９
月
ま
で
の
１
年

間
飛
ば
さ
れ
る
。

８
月
か
ら
高
知
と
東
京
、

９
月
か
ら
高
知
と
大
阪
間
の

高
速
バ
ス
に
、
同
博
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
バ
ス
が
登
場
し
た
。

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
、
東
京
・
大

阪
の
中
心
部
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い

博
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
も

活
躍
し
て
い
る
。

今
回
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス

は
、
高
知
県
交
通
（
株
）
と

土
佐
電
鉄
（
株
）
の
２
社
が

そ
れ
ぞ
れ
図
案
を
提
案
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
許
可
を
得
て
、
大
河

ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の
ロ
ゴ

も
使
用
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
は
、
１１
月
１２
日

か
ら
特
急
「
南
風
」
（
３
両

１
編
成
）
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列

車
を
運
行
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
に
は

「
龍
馬
伝
」
の
ロ
ゴ
と
坂
本

龍
馬
の
肖
像
の
ほ
か
、
坂
本

龍
馬
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
・

高
知
県
で
開
催
さ
れ
る
「
土

佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
デ
ザ
イ
ン
。

運
行
区
間
は
、
岡
山
〜
高

知
・
中
村
・
宿
毛
。
一
部
特

急
「
し
ま
ん
と
」
（
高
松
〜

高
知
・
中
村
・
宿
毛
）
と
し

て
も
運
転
す
る
。

来
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
運

転
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
の
効
果
的
で
ユ

ニ
ー
ク
な
試
み
と
し
て
ラ
ッ

ピ
ン
グ
列
車
の
運
転
に
あ
わ

せ
、
特
急
「
南
風
」
「
し
ま

ん
と
」の
客
室
座
席
に
、「
土

佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
の
Ｐ

Ｒ
シ
ー
ル
も
貼
る
。

航
空
機
、列
車
、バ
ス
が
大
河
ド
ラ
マ

「
龍
馬
伝
」に
合
わ
せ
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ

「土佐・龍馬であい博」
総合プロデューサー

高知観光情報発信館「とさてらす」内部

ラッピングジェットラッピング列車ラッピングバス

ででああいい博博」」開開幕幕迫迫るる

http://www.ryoma-deaihaku.jp/
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「「土土佐佐・・龍龍馬馬
ＪＲ高知駅前にメーン会場

土佐・龍馬であい博イメージキャラクター

メ
ー
ン
会
場
に
併
せ
て
県
内
の
安
芸
市
と
土

佐
清
水
市
、
梼
原
町
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
が

設
置
さ
れ
る
。
「
龍
馬
伝
」
が
岩
崎
弥
太
郎
の

視
点
で
物
語
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
岩
崎

弥
太
郎
ゆ
か
り
の
地
や
関
わ
り
の
深
い
施
設
も

会
場
と
な
る
。
他
に
も
ジ
ョ
ン
万
次
郎
、
龍
馬

脱
藩
の
道
な
ど
ド
ラ
マ
関
連
の
企
画
展
示
が
行

わ
れ
る
。
ま
た
、
県
内
全
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

高
知
を
満
喫
で
き
る
、
幕
末
・
維
新
の
偉
人
ゆ

か
り
の
地
や
史
跡
、
こ
だ
わ
り
の
食
や
自
然
を

生
か
し
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
も
催
さ
れ
る
。

梼
原（
ゆ
す
は
ら
）町
は
、

龍
馬
が
脱
藩
し
た
街
道
の
国

境
に
位
置
す
る
。
ゆ
す
は
ら

・
維
新
の
道
社
中
で
は
、
土

佐
一
国
か
ら
立
ち
上
が
っ
た

龍
馬
と
こ
の
地
の
若
き
志
士

た
ち
の
実
像
を
描
き
、
梼
原

が
維
新
回
天
に
果
た
し
た
役

割
を
、
風
土
や
背
景
と
と
も

に
紹
介
し
て
い
る
。

展
示
テ
ー
マ
は
「
駆
け

る
！
」
。

衣
装
や
小
道
具
等
の
展
示

の
ほ
か
、
脱
藩
の
道
を
模
し

た
「
回
天
の
道
」
コ
ー
ナ
ー

や
、
「
龍
馬
伝
」
と
脱
藩
の

道
・
こ
の
地
の
志
士
た
ち
に

テ
ー
マ
を
求
め
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
映
像
に
よ
る
シ
ア
タ
ー
等

を
展
開
。
脱
藩
の
道
散
策
を

楽
し
め
る
。

「
ゆ
す
は
ら
・
維
新
の
道

道
中
」
（
高
岡
郡
梼
原
町
梼

原
１
４
２
８
�
１

梼
原
町

役
場
前
）
。

●
は
り
ま
や
橋（
高
知
市
）

か
ら
車
で
約
１
時
間
４０
分

（
高
知
自
動
車
道
経
由
・
約

８０
㎞
）
。

●
高
知
駅
か
ら
須
崎
駅
ま

で
特
急
で
約
４０
分
、
須
崎
駅

か
ら
高
知
高
陵
バ
ス
で
「
梼

原
」
ま
で
１
時
間
２０
分
、
バ

ス
停「
梼
原
」か
ら
徒
歩
３

分
。ま

た
、
梼
原
に
は
ま
ち
歩

き
ガ
イ
ド
が
あ
り
、
往
時
の

旅
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
梼

原
の
文
化
財
や
脱
藩
の
道
を

案
内
し
て
貰
え
る
。
費
用
は

ガ
イ
ド
一
人
当
り
３
千
円
。

要
予
約
、
問
い
合
わ
せ
梼
原

町
商
工
会
（
０
８
８
９
・
６５

・
０
４
８
９
）
。

ゆ
す
は
ら
・
維
新
の
道
社
中

県県
内内
３３
ヵヵ
所所
にに
ササ
テテ

ララ
イイ
トト
会会
場場
をを
開開
設設

梼梼
原原
・・
安安
芸芸
・・
土土
佐佐
清清
水水

安
芸
市
は
、
龍
馬
伝
で
語

り
部
の
役
割
を
果
た
す
三
菱

グ
ル
ー
プ
の
創
始
者
と
な
っ

た
岩
崎
弥
太
郎
の
ふ
る
さ

と
。「
安
芸
・
岩
崎
弥
太
郎
こ

こ
ろ
ざ
し
社
中
」
は
世
界
に

冠
た
る
大
企
業
を
築
い
た
弥

太
郎
の
立
志
伝
を
、
龍
馬
と

の
関
わ
り
や
そ
の
「
志
」
の

原
点
と
な
っ
た
安
芸
の
風
土

と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。

展
示
テ
ー
マ
は
「
志

す
！
」。衣
装
や
小
道
具
の
ほ

か
、
貧
し
か
っ
た
頃
の
岩
崎

家
の
セ
ッ
ト
の
再
現
な
ど
ド

ラ
マ
関
連
の
展
示
や
、「
龍
馬

伝
」
と
弥
太
郎
に
テ
ー
マ
を

求
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
に

よ
る
シ
ア
タ
ー
等
を
展
開
。

「
安
芸
・
岩
崎
弥
太
郎
こ

こ
ろ
ざ
し
社
中
」
（
安
芸
市

矢
ノ
丸
１
�
４
�
３２
）
。

●
は
り
ま
や
橋（
高
知
市
）

か
ら
車
で
約
１
時
間
（
４０

㎞
）
。

●
高
知
駅
か
ら
安
芸
駅
ま

で
快
速
で
約
５５
分
、
安
芸
駅

か
ら
徒
歩
５
分
。

「
安
芸
・
岩
崎
弥
太
郎
こ

こ
ろ
ざ
し
社
中
」
か
ら
岩
崎

弥
太
郎
生
家
や
中
岡
慎
太
郎

の
ふ
る
さ
と
北
川
村
ま
で
レ

ト
ロ
な
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で

周
遊
す
る
「
高
知
東
海
岸
観

光
周
遊
バ
ス
」
は
、
来
年
１

月
１６
日
か
ら
再
来
年
の
１
月

１０
日
ま
で
運
行
。
大
人
２
２

０
０
円
、
中
高
生
１
５
０
０

円
、
小
学
生
５
０
０
円
。

「
安
芸
・
岩
崎
弥
太
郎

こ
こ
ろ
ざ
し
社
中
」

維新の門（梼原町）

岩崎弥太郎生家（安芸市）

ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
ふ
る
さ

と
・
土
佐
清
水
市
。
「
土
佐

清
水
・
ジ
ョ
ン
万
次
郎
く
ろ

し
お
社
中
」
は
、
龍
馬
が
世

界
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
万
次
郎
の
事
績
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
初
の
日

米
関
係
を
築
い
た
彼
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
そ

の
気
性
を
育
ん
だ
土
佐
清
水

の
風
土
を
紹
介
し
て
い
る
。

土
佐
清
水
市
は
四
国
の
最

南
端
に
位
置
し
、
ほ
と
ん
ど

が
ス
ッ
ポ
リ
と
「
足
摺
宇
和

海
国
立
公
園
」
の
中
に
属
し

て
お
り
、
観
光
名
所
が
目
白

押
し
。
展
示
テ
ー
マ
は
「
拓

く
！
」
。

漂
流
中
に
救
わ
れ
寄
宿
し

た
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
邸

を
模
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を

く
ぐ
る
と
、
衣
装
や
小
道
具

な
ど
ド
ラ
マ
関
連
の
展
示

や
、
「
龍
馬
伝
」
と
ジ
ョ
ン

万
次
郎
に
テ
ー
マ
を
求
め
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
に
よ
る
シ

ア
タ
ー
等
を
展
開
。

「
土
佐
清
水
・
ジ
ョ
ン
万

次
郎
く
ろ
し
お
社
中
」
（
土

佐
清
水
市
養
老
字
吹
越
３
０

３
）
。

●
は
り
ま
や
橋（
高
知
市
）

か
ら
車
で
約
３
時
間
３０
分

（
高
知
自
動
車
道
経
由
・
約

１
５
０
㎞
）
。

●
高
知
駅
か
ら
中
村
駅
ま

で
特
急
で
約
１
時
間
４０
分
、

中
村
駅
か
ら
高
知
西
南
交
通

バ
ス
で
清
水
バ
ス
セ
ン
タ
ー

ま
で
約
５５
分
、
清
水
バ
ス
セ

ン
タ
ー
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約

１０
分
（
無
料
タ
ク
シ
ー
・
清

水
バ
ス
セ
ン
タ
ー
発
１０
：
００

／
１４
：
２０
）
。

「
土
佐
清
水
・
ジ
ョ
ン
万
次
郎

く
ろ
し
お
社
中
」

問い合わせ先は

土佐・龍馬であい博推進協議会事務局
（高知県観光振興部 土佐・龍馬であい博推進課内）
事務局 〒７８０‐８５７０ 高知県高知市丸の内１‐２‐２０

TEL．０８８‐８２３‐９０４３ FAX．０８８‐８２３‐９２５６
ホームページ http : //www.ryoma-deaihaku.jp/

ジョン万次郎像（土佐清水市）

高知県・高知市上町高知県・高知市上町高知県・土佐清水市あしずり温泉郷

高高
知知
のの
おお
すす
すす
めめ
のの
宿宿

城城
西西
館館

ホホ
テテ
ルル
南南
水水

足足
摺摺
国国
際際
ホホ
テテ
ルル

さりげなく、
そしてあたたかくをモットーに坂本龍馬屋敷跡に建つ南国土佐の自然を満喫

高
知
市
の
中
心
部
、
坂
本

龍
馬
誕
生
地
の
碑
の
近
く
に

建
つ
城
西
館
（
藤
本
正
孝
社

長
）
は
、
創
業
百
三
十
余
年

の
老
舗
の
宿
。
「
さ
り
げ
な

く
、
そ
し
て
あ
た
た
か
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
誠
心
誠
意

の
お
も
て
な
し
で
皇
族
の
常

宿
と
し
て
、
ま
た
各
界
の
名

士
を
迎
え
て
き
た
宿
と
し
て

歴
史
と
伝
統
を
も
つ
。

同
館
の
人
気
プ
ラ
ン
「
龍

馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
ガ
イ
ド

付
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ラ

ン
」
は
、
「
龍
馬
の
生
ま
れ

た
ま
ち
記
念
館
」
の
入
場
券

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
共
に
「
才
谷
屋
の
墓
」
、

「
近
藤
長
次
郎
邸
跡
」
な
ど

龍
馬
に
ま
つ
わ
る
史
跡
を
巡

る
（
要
予
約
）
。

料
理
は
、
カ
ツ
オ
の
た
た

き
な
ど
土
佐
湾
で
と
れ
た
新

鮮
な
魚
介
類
を
大
皿
に
盛
り

込
ん
だ
名
物
皿
鉢
料
理
が
メ

ー
ン
。
そ
の
ほ
か
、
世
界
料

理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅
メ
ダ

ル
を
受
賞
し
た
下
元
シ
ェ
フ

に
よ
る
「
ふ
ら
ん
す
会
席
」

な
ど
が
楽
し
め
る
。
ま
た
、

酒
ど
こ
ろ
と
あ
っ
て
、
ス
タ

ッ
フ
は
利
き
酒
師
や
ソ
ム
リ

エ
、
ビ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
な
ど

の
資
格
を
持
つ
。

▽
城
西
館
は
高
知
県
高
知

市
上
町
２
�
５
�
３４
。
０
８

８
・
８
７
５
・
０
１
１
１
。

h
ttp
:
//w
w
w
.jy
o
seik
a

n.co.jp

高
知
市
上
町
の
坂
本
龍
馬

屋
敷
跡
に
建
つ
ホ
テ
ル
南
水

（
宮
村
耕
資
社
長
）
は
、
幕

末
を
駆
け
抜
け
た
龍
馬
の
世

界
に
浸
れ
る
宿
。

ロ
ビ
ー
に
は
、
京
都
国
立

博
物
館
所
蔵
の
龍
馬
愛
用
の

紋
服
を
忠
実
に
再
現
し
た
紋

服
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ビ

ー
に
あ
る
「
龍
馬
サ
ロ
ン
」

に
は
、
肖
像
画
や
数
々
の
資

料
が
展
示
さ
れ
、
ゆ
っ
た
り

と
歓
談
が
楽
し
め
る
。ま
た
、

司
馬
遼
太
郎「
竜
馬
が
ゆ
く
」

を
は
じ
め
、
龍
馬
に
関
す
る

豊
富
な
資
料
図
書
が
自
由
に

閲
覧
で
き
る
「
龍
馬
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
も
人
気
だ
。
館
内

の
１
階
か
ら
７
階
ま
で
の
階

段
に
は
、
龍
馬
３２
年
の
生
涯

を
綴
っ
た
４０
数
点
の
パ
ネ
ル

展
示
も
あ
る
。
ど
っ
ぷ
り
と

龍
馬
の
世
界
に
入
り
込
む
こ

と
が
で
き
る
。

料
理
は
、
土
佐
名
物
の
皿

鉢
料
理
が
メ
ー
ン
。
黒
潮
に

も
ま
れ
た
新
鮮
な
海
の
恵

み
、
土
の
香
り
豊
か
な
食
材

な
ど
四
季
折
々
の
幸
を
豪
快

に
堪
能
で
き
る
。

客
室
は
、
落
ち
着
き
の
あ

る
和
室
。
風
呂
は
、
サ
ン
ル

ー
フ
式
天
文
大
浴
場
。
星
空

を
見
な
が
ら
の
湯
浴
み
で
ゆ

っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
。

▽
ホ
テ
ル
南
水
は
高
知
県

高
知
市
上
町
１
�
７
�
１２
。

０
８
８
・
８
７
３
・
２
１
８

１
。h

ttp
:
//w
w
w
.n
an
s

ui.ne.jp/

四
国
の
最
南
端
あ
し
ず
り

温
泉
郷
の
高
台
に
建
つ
足
摺

国
際
ホ
テ
ル
（
田
村
卓
実
社

長
）
は
、
南
国
土
佐
の
自
然

が
満
喫
で
き
る
宿
。
目
の
前

に
は
紺
碧
の
太
平
洋
と
果
て

し
な
い
青
空
が
広
が
る
。
ロ

ビ
ー
や
客
室
か
ら
雄
大
な
太

平
洋
が
見
渡
せ
、
ゆ
っ
く
り

と
時
間
を
忘
れ
て
く
つ
ろ
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。

周
辺
に
は
、
南
国
の
自
然

を
感
じ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が

多
数
あ
る
。同
ホ
テ
ル
で
は
、

通
年
ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
無
料
で

開
催
。
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
は
、
県
指
定
の
天
然

記
念
物
「
白
山
洞
門
」
を
見

学
す
る
。
夜
は
、
足
摺
岬
展

望
台
で
の
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ツ
ア
ー
。
都
会
で
は
見

ら
れ
な
い
満
天
の
星
空
が
広

が
る
。

料
理
は
黒
潮
躍
る
足
摺
の

地
で
獲
れ
た
新
鮮
な
海
の
幸

が
楽
し
め
る
。
名
物
皿
鉢
料

理
を
は
じ
め
、
海
の
幸
を
焼

い
て
食
べ
る
海
賊
焼
や
ホ
テ

ル
自
慢
の
タ
レ
を
使
用
し
た

カ
ツ
オ
の
た
た
き
は
絶
品
。

あ
し
ず
り
温
泉
の
泉
質
は

単
純
弱
放
射
能
泉
。
太
平
洋

の
水
平
線
を
見
な
が
ら
の
湯

浴
み
は
、
旅
の
疲
れ
を
癒
し

て
く
れ
る
。

▽
足
摺
国
際
ホ
テ
ル
は
高

知
県
土
佐
清
水
市
足
摺
岬
６

６
２
。
０
８
８
０
・
８８
・
０

２
０
１
。http

:
//w
w
w
.a

shizuri.co.jp/

回天の道から大河ドラマ情報コーナー

立志伝の聖地・安芸コーナー

国際交流の礎・土佐清水のコーナー

「ゆすはら・維新の道社中」エントランス

「安芸・岩崎弥太郎こころざし社中」大河ドラマ情報コーナー

「土佐清水・ジョン万次郎くろしお社中」エントランス

http://www.ryoma-deaihaku.jp/
http://www.jyoseikan.co.jp/
http://www.nansui.ne.jp/
http://www.ashizuri.co.jp/

